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2018(平成 30)年度 事業状況報告 

〔自然環境保全活動等事業（公１事業）〕     予 算 44,638 千円 

                           決 算 46,082 千円 

 

公益財団法人大阪みどりのトラスト協会の設立目的である「府民の参画や協働による

自然環境の保全運動」を推進するため、以下に重点を置いて取り組みました。 

 

〇 自然環境の保全活動のうち、法的指定根拠をもつ三草山ゼフィルスの森、地黄湿地

（能勢町）及び和泉葛城山ブナ林（岸和田・貝塚市）の 3 保全地について、前年度

まで 3 ヶ年でボランティア活動の基盤整備事業を行ってきました。本年度から本来

の活動スタイルに戻し、保全地の順応的管理とモニタリングを「みどりすと」とと

もに行いました。 

〇 3 保全地以外の活動については、活動の一部支援制度の活用や里山の保全活動とし

て土地所有者や地元ボランティアとの連携により、林野庁の交付金事業、大阪さと

もり事業を実施するなど、自立的な保全活動の推進に取り組みました。 

〇 企業等による CSR 活動や学校、各種団体などとの森林・環境の体験学習等を通じ

て、保全活動実施団体との連携ネットワークの構築に努めました。 

〇 トラスト協会の活動地が集積している能勢町地域では、中期経営計画に位置付けら

れたフラッグシップ事業として、「歌垣銀寄栗の森」事業を新たに始めるなど、生物

多様性保全の取り組みを推進しました。 

〇 能勢町での保全活動を担う「みどりすと」の育成やスキルアップのため、「三草山ゼ

フィルスの森」と「地黄湿地」をベースとした人材育成のための講座「森人塾」を

引き続き開講し、新規参入者の開拓に取組みました。 

○ 公 1 事業の取り組みを含め、常日頃気付くことが少ない自然からの恩恵や生物多様

性を広く府民に知っていただくため、SNS を通じた活動紹介など、新たな手段での

情報発信に努めました。 

 

 以上、府域の自然環境について、大阪版レッドリスト（2014(平成 26)改訂）の現状を

踏まえ、生物多様性の保全を共通の目的として、実践的に取り組みました。 

 

 

 

 
 
１） 和泉葛城山ブナ林（岸和田市・貝塚市）；  

金剛生駒紀泉国定公園特別保護地区にも指定されている和泉葛城山ブナ林の天

然記念物の指定区域（コアゾーン）は 10ha 程度で、樹林の安定な生育区域とし

１．自然環境保全活動 〈Ⅰ〉事業 
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て狭小であることから、大阪府が国定公園指定時に緩衝樹林帯（バッファーゾー

ン 47ha）として周辺用地を取得し、ブナの増殖活動が続けられてきました。 

   2015(平成 27)年度、「和泉葛城山ブナ林保護増殖検討委員会」（会長；布谷 知夫）

において承認された、増殖地のブナの生育環境を改善するための 3 ヶ年計画が前

年度に終了しました。2018(平成 30)年度は、新たな長期計画の策定（2020 (令和

2) 年度予定）を行うために、2 ヵ年に渡って行う、コアゾーンの調査をスタート

させました。また、2017(平成 29)年に伐採したブナの円板を 4 枚作成し、4 か所

に納めました。 

 

【2018(平成 30)年度の主な事業内容】 

 

１） コアゾーンの調査； 

① ブナ全数調査 

 ブナの生育・生存状況の把握のため、ブナの全数調査を実施し、完了 

調査期間 2018(平成 30)年 12 月 1 日~12 月 19 日(延べ 9 日間） 

調査者  専門家、ボランティア、トラスト職員延べ 44 人 

② 毎木、実生・稚樹調査 

        台風被害により、多くの倒木・落枝があったため、ギャップ更新状態

を把握するため、20m×20m プロットを設定し、毎木調査及び実生・稚

樹の調査を既存プロット２ヶ所・新規プロット２ヶ所で実施 

調査期間 2019(平成 31)年 1 月 23 日~3 月 8 日(延べ 8 日間) 

調査者  専門家、ボランティア、トラスト職員延べ 39 人 

③ 種子調査 

        種子の生産、散布の状況及び種子健全度を把握するため、結実が多く

見込まれるブナの周辺にシードトラップを設置する計画 

 台風被害により確実に種子採取が行える見込みがなかったため、中止 

④ 生育環境調査 

  気象観測器による調査を予定。機材の手配と許可申請を完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔ブナ全数調査〕         〔ワーキンググループの開催〕 
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２）バッファーゾーンの調査； 

    ・ブナ種子調査、ブナ林の IT技術を活用した植生調査（大阪府立大学との共同

研究） 

    ・生育環境調査（気象観測器 7台による計測、定点カメラ 2 台による積雪状況

記録） 

３）既存資料の整理 

  過去に行われたブナ全数調査結果から、胸高直径別本数の頻度分布を作成 

  今年度調査と、過去の測定データの対比ができた 

４）普及啓発とボランティア活動参加呼びかけのための観察会、ハイキング 

  ・秋のブナ林ハイク（観察会） 

 11月 23 日(祝) 台風被害のため中止 

  ・シンポジウムの開催 

    3月 21 日(祝) 岸和田だんじり会館 参加者 58名 

５）保護・増殖活動 

  ・植栽ブナ林の手入れ 

    台風被害による作業道倒木の整理、植栽地の野兎柵の補修 

 ・伐採ブナのサンプリング採取 

    12月 22 日・27日で実施。4か所に納品 

     納品先：きしわだ自然資料館、貝塚市立自然遊学館、大阪市立自然史博

物館、大阪府立環境農林水産総合研究所生物多様性センター 

  ・苗木の確保と養生 

    コアゾーンで採取した種から苗木を育成し養生を継続 

    2018(平成 30)年度末現在 8本養生中 

  ・巡視、森林保険等 

     保全管理及び普及啓発の充実を図るため、巡視員 3 名に委嘱して、36

回の巡視を実施。森林災害時に備えて、森林保険に継続加入 

・ブナ林の保全に即した順応的管理の試行とモニタリングの実施 

    ブナ愛樹クラブ 定例活動など 全 31回 参加者 370 名 

       花芽観察   ・結実調査   ・実生苗調査（バッファーゾーン） 

 

 

 

 

 

 

 

〔ブナのサンプリング採取〕     〔シンポジウム開催〕 
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２）三草山ゼフィルスの森（能勢町）；  

大阪府の緑地環境保全地域に指定されている三草山ゼフィルスの森（14.5ha）

には、日本に生息するミドリシジミチョウ類（学名ゼフィルス「森の宝石」とも

言われる）25 種の内 10 種が生息し、中でもヒロオビミドリシジミは日本の分布

の東限域にあり、府内では唯一の生息地です。 

地元をはじめ様々な人の協働で、ゼフィルスの森と三草山の裾野に広がる棚田

も含めた里地里山の一体的な保全活動が続けられています。森林の保全について

は、従来の鹿の食害に加えて、ナラ枯れ被害が進んでおり、「三草山ゼフィルスの

森保全検討会議」（会長；大阪府立大学副学長 石井 実）での検討(7/31)を踏ま

えて、保全活動を実施しました。今年度は検討委員会が行われた 7 月以降も台風

など自然災害が多く発生し、その対応が必要な年となりました。 

 

 

 

 検討会議メンバー； 

  学識経験者・地元・行政 

  ボランティア・トラスト協会 

 

 

                   〔三草山保全検討会議〕 

〔2018(平成 30)年度の主な事業内容〕 

１） ゼフィルスの森 更新作業の継続； 

2014(平成 26)年に確認されたナラ枯れ被害は、収束していないことから、

罹患場所で、本年度も例年同様に伐倒駆除 

   ・33 ㎥ (能勢町が実施) 

２） 有用樹や草本を生育させるための防鹿柵内坪刈り管理； 

・能勢みどりすとクラブ 

定例活動等 32回 参加者 320名 

３） ゼフィルスの森・防火帯維持のためのササの刈払い； 

 一部ボランティア活動で実施 

４） 更新作業時の伐採木の利用； 

 災害対応に注力したため、更新作業実施せず 

５） ナラガシワの果実の採取・苗木の育成； 

 豪雨・台風で多くの果実がトラップ設置前に落ちたため、実施せず 

６） 森林の更新に伴うゼフィルス類への影響調査・森林環境の変化による植生

や昆虫類への影響調査； 

・ゼフィルス類個体調査(日本鱗翅学会） 

     6月 17日（日） 参加者 9名 

  ・ゼフィルスの森植生調査(大阪府立大学との共同研究)  
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 8 月 17 日(金) 参加者 8 名 

・スミレ類調査(大阪府立大学との共同研究) 

・2017(平成 29)年度更新地 萌芽更新調査(大阪府立大学との共同研究) 

７） 自然観察会・森林体験学習・企業等による CSR 活動の受け入れ； 

・ゼフィルス観察会の開催： 

6月 24 日（日）  参加者 32名 

   ・森林体験学習・三草山山麓に広がる棚田の保全体験学習： 

里地里山保全活動での関西大学第一中学校との連携 

            各学年約 250名  3年生 (11/1)、2年生(5/1)、1年生(3/13) 

      ・企業 CSR 活動受け入れ： 

        京セラドキュメントソリューションズ 

        3 月 30 日(土) 参加者 5 名 

８） ゼフィルスの森の巡回活動 

 地元の城好会に委嘱し、巡回活動を行った（12 回/年） 

９） 災害対応； 

○「平成 30 年 7 月豪雨」：ゼフィルスの森西側で山腹崩壊が発生 

    ・クラックがあったため、被害が大きくならないように源頭部を保護 

    ・対象地の今後の対応について、大阪府と協議 

    ・山腹崩壊地の防鹿柵復旧 

   ○「台風 21 号」(9 月)：ゼフィルスの森内で倒木が発生 

    ・里道の倒木処理 

    ・防鹿柵に寄りかかっている倒木の処理・柵の復旧 

 

 

 

 

 

 

 

〔山腹崩壊地の防鹿柵復旧〕      〔CSR活動による看板設置〕  

 

 

     

  

          

                    〔棚田（里地保全）の水路づくり班〕 
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３）地黄湿地（能勢町）；      

大阪府の緑地環境保全地域に指定されている地黄湿地（全 17.7ha 内、湿地部

分約 1ha）は、貧栄養の滲水湿地で、大阪府レッドリスト（2014 版）において絶

滅危惧種に指定されているトキソウ（絶滅危惧Ⅰ類）、サギソウ（絶滅危惧Ⅱ類）、

ミズトンボ（絶滅危惧Ⅰ類↑）やアカハライモリ（準絶滅危惧種）など貴重で、

多様な動植物が生息、生育しています。 

近年、後背森林が放置され、植生が大きく変化したことにより、湿原へのシル

ト質（粘土質）の供給が減るとともに、ススキや灌木類が侵入し、陸地化が進ん

できました。 

「地黄湿地保全再生検討会議」（会長；兵庫県立大学名誉教授 服部 保）での

検討(6/21)を踏まえて、保全活動を実施しました。 

 

検討会議メンバー； 

    学識経験者・地元・行政 

    ボランティア・トラスト協会 

 

 

〔地黄湿地保全再生検討会議〕 

 

〔2018(平成 30)年度の主な事業内容〕 

 

１） 水環境の改善（流水の分散）・湿地へのシルト質の補給改善； 

上池：2019(平成 31)年 3 月に右岸に侵入した真砂土の除去を行い、東部か

ら流入する水の分散につなげた 

下池：2019(平成 31)年 2 月~3 月にかけて、陸地化が進む左岸付近より表

土を薄く剥ぎ取り、土嚢に詰めて中央に偏在した水路の埋戻しをし、

水の分散により改善を図った 

２） 光環境の改善； 

大阪府北部地震(6 月)・平成 30 年 7 月豪雨の影響により、地黄湿地に通じ

る町道が通行止めとなったため、光環境の改善は行えなかった 

３） 後背森林の管理促進； 

地元森林所有者との連携により、後背森林の適正な管理を推進した 

４） 能勢高校との連携； 

フィールド演習カリキュラムでの協働 

・3年生；農業科グリーンライフ授業 

  1回のフィールド学習実施 受講生  11名 

（全 6 回予定していたが、町道通行止め・降雨などによる中止 5 回） 

 ・1年生；「農業と環境」 

   フィールド学習 
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 （全 2回予定していたが、町道通行止め・降雨などにより中止） 

・能勢高校 3年生によるトキソウ・サギソウのバイオ増殖の取り組み 

５） モニタリングの継続実施； 

地黄湿地の水生昆虫調査(大阪府立大学との共同研究)  

 11 月 28 日(水) 参加者 2 名（全 2 回予定していたが、町道通行止め・降

雨などにより中止 1回） 

６） ウシガエルの駆除； 

      モンドリを活用し、捕獲の継続実施 

７） 「能勢みどりすとクラブ」の保全活動の中で、地黄湿地を中心に活動するグ

ループの結成； 

 1 月から保全活動の定例化を再スタート。新たな保全活動の担い手になっ

てもらうよう呼びかけを行った 

８） 地黄湿地観察会の実施 

 大阪府北部地震(6 月)・平成 30 年 7 月豪雨の影響により、地黄湿地に通じ

る町道が通行止めとなったため、中止 

９） 地黄湿地の巡回活動 

地元地黄財産区に委嘱し、湿地の巡回活動を行った 

１０）活動拠点地の整備（仮設トイレ設置） 

 会員の方からのご寄付により、2 月 23 日に仮設トイレを設置 

 

 

  

 

 

 

 

〔能勢高校による環境学習〕    〔ボランティアによるススキの抜根〕 

 

                  

 

 

 

 

 

    〔水生昆虫調査〕          〔仮設トイレ設置〕 
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４）自然環境保全地域支援事業(大阪府内 5地区) 

大阪府自然環境保全条例に基づく、自然環境保全地域に指定されている 5 ヵ所

の社寺林については、従来、当該森林の管理者と保全契約を締結して巡視を含む

維持管理への支援を行ってきましたが、近年、シカの食害や竹林の進入、ナラ枯

れ被害の発生など、保護的に維持することが難しくなっており、地元やボランテ

ィア団体とも連携した保全活動が進められております。 

また、今年度は 6 月の大阪府北部地震(6 月)・平成 30 年 7 月豪雨や 9 月の台風

など自然災害が多く発生し、その対応が必要な年となりました。各社寺林で被害

状況の調査を行い、自然環境保全地域に指定されている場所で倒木などが発生し、

通行人に危険が及ぶ可能性がある場所に対しては、被害状況に応じて追加で助成

金の支援を行いました。 

  

        本山寺         （高槻市  14ha;モミ・ツガ林） 

        美具久留御魂神社 （富田林市 2ha;シイ林） 

            若山神社     （島本町  11ha;シイ林） 

        意賀美神社    （岸和田市 1ha;コジイ林） 

        妙見山      （能勢町  10ha;ブナ林） 

 

 

 

 

 
 
１） 生物多様性保全支援事業；  

1－1 希少野生生物生育・生息地の保全活動 

各活動地で活動している団体の自立化を促進しつつ、保全手法、保全情報の共有

を進めるとともに、ボランティアの募集や情報発信など共通事務への支援を継続

しております。 

 

（2018(平成 30)年度の主な事業内容） 

 ・歌垣銀寄栗の森 （能勢町） (0.2ha；キマダラルリツバメ) 

    ・「倉垣の森」から「歌垣銀寄栗の森」と名前を改め、大阪自然環境保全協

会や大阪府立大学と連携をし、活動の再スタートを切った 

・6月：下草刈りや、チョウのラインセンサス調査を実施 

・1月以降：毎月第 3土曜日を活動日として定例活動を行う 

      ・2月 1日：クラウドファンディング実施（～3月 31日） 

      ・3月 7日：「歌垣銀寄栗の森」実行委員会を開催 

・3月 10 日：キックオフイベントを実施（約 60名参加） 

         

2．自然環境保全活動 〈Ⅱ〉事業 
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 ・八尾水辺エコアップ(八尾市) （1ha；ニッポンバラタナゴ） 

     2014(平成 26)年 12 月 2 日にバラタナゴ移設後、残ったタナゴのための

水管理を実施 

定例活動毎月第 2水曜日 年 14回、 65名参加 

尚、トラスト協会の活動地としては、今年度で終了となりました。 

 

 ・信太の森惣ヶ池湿地（3ha；カスミサンショウウオ） 

     定例活動、観察会を実施 年 47回 272名参加 

 

 

 

 

 

 

 

                  

〔歌垣銀寄栗の森 キックオフイベント〕  〔信太の森 ｶｽﾐｻﾝｼｮｳｳｵ卵のう調査〕 

 

1－2 里地里山の保全活動   

 里山の生物多様性を保全するため、みどりすとや企業による CSR 活動などと連

携、協働して保全活動を行うとともに、活動地の自立化を促進するための支援を

行いました。 

 

（2018(平成 30)年度の主な事業内容） 

活動団体への指導と普及活動をはじめとする支援と連携を継続実施。 

 

 6つの活動地の総活動回数は 186回、総参加者 2,109名に上ります。 

・外院の杜（箕面市 1.1ha） 

 定例活動含む 年 8回 80名参加 

      ・車作の森（茨木市 40ha） 

  定例活動含、観察会など 年 74回 638名参加 

    ・いずみの森（泉佐野市 31ha） 

    国土緑化推進機構（以下「国土緑推」）助成事業の実施 

 いずみの森実行委員会(1回) 

 定例活動、CSR 活動など含む 年 29回 359名参加 

    ・島本の森（島本町 28ha） 

    定例、有志活動併せ  年 34回 578名参加 

    ・蕎原の森（貝塚市 4ha） 

    定例活動など 年 37回  255名参加 
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    ・堀河の森（泉南市 11ha） 

NTTドコモ関西の寄付による CSRの継続実施 

                 定例活動 年  4回 199名参加    

                                     

 

２） ボランティア(みどりすと)育成事業；  

ボランティアの高齢化と新規参入者の減少により、保全活動が活性化し難い状

況が続いています。三草山ゼフィルスの森と地黄湿地をはじめ、各活動地での活

動を促進するため、積極的に募集を図るとともに、トラスト協会本部の事務につ

いてもボランティアとの協働を進めました。また、みどりすと養成講座としての

「森人塾」を本年度も開催しました。 

 

 （2018(平成 30)年度の主な事業内容） 

・森人塾の開催 ； 第 3期 森人塾受講生 11名 

    

 

 

 

 

 

      〔フィールド実習〕          〔講座受講風景〕 

 

・ボランティアによる会報誌等封入 ；  3回 24名 

・みどりすとボランティア保険の加入 ；   125名 

 

３） 企業 CSR 等支援事業；  

 企業 CSRについては、様々なスタイルで実施されてきました。継続して企業 CSR

を受け入れるとともに、今年度は新たな CSR への参加を呼びかけるために、実施

のスタイルを整理し、取りまとめました。 

 （2018(平成 30)年度の主な事業内容） 

・企業等の様々な要請に答えて、みどりのトラスト運動への参画と保全活動 

を支援しました。  

   

 

 

 

 

     〔コンドーテック㈱〕         〔NTTドコモ〕 
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【企業等 CSR活動実績】 

活  動  地 参 加 企 業 等 月 日 活  動  概  要 

三草山ゼフィルスの森 京ｾﾗﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱ 3/30 案内看板再設置 

いずみの森 JP労組泉州北支部 

 

コンドーテック㈱ 

鶴賀電気㈱ 

JP労組泉州南支部 

4/28 

 

4/17 

6/23 

10/28 

植樹及び除伐、下草刈り等の森林

管理 

除伐、下草刈り等の森林管理 

雨天のため中止 

除伐、下草刈り等の森林管理 

和泉葛城山ブナ林 シニア自然カレッジ体験活動 

岸和田市老健大学 

㈱アサヒディード 

10/24 

10/25 

11/17 

間伐体験、ブナの森観察 

クラフト指導等 

間伐体験、ブナ林観察 

堀河の森 ㈱NTTドコモ関西 年3回 年間を通じた森林の保全管理 

     計 9団体 10 回  

 

４） みどりのトラスト運動の普及、啓発；  

 自然環境、生物多様性の保全、里山の保全についてのトラスト協会の活動実態

や保全活動への積極的な参加などを呼びかけるために、以下の活動を行いました。 

 

（2018(平成 30)年度の主な事業内容） 

① 会報誌「みどりのトラスト」発刊； 

 94号～97号。年 4 回。11月で当協会設立 30周年に当たることから、95号

を「30 周年記念号」として発刊。記念号以外にも「30 周年記念」のロゴマー

クを使用 

② 「30周年記念みどりのトラスト感謝祭」開催 (11/4) 

③ 「トラスト協会紹介パンフレット」の作成； 

  1,000部作成。企業などに協会の活動や支援の呼びかけをする際に使用 

④ SNSを広報に活用； 

Facebookを活用し、145回/年 記事を更新 

⑤ 各種イベントを活用しての広報； 

 ワールドアポロン(4/29、ATC)、なんばエコプロジェクト(7/28-29、難波ヤ

マダ電機)、大阪モノレール・のせでん合同ハイキング(2/16、絹延橋駅)、コ

マツ大阪工場ふれあいフェスティバル(11/11枚方市)、万博たこ焼きマラソン

（3/11、万博公園） 

⑥ 国連生物多様性の 10年「グリーン・ウェーブ」の活動に参画 

 オフィシャル・パートナーとして、生物多様性保全の大切さと活動への参加

協力を広く呼びかけ。全 63回、21団体・社の活動を登録 

⑦ 観察会などを通じて、活動の紹介を継続 

  ・総回数 9 回（内 2回雨天等で中止）、総参加者数 179名 
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【協会主催観察会など】 

実 施 日 イ ベ ン ト 名 
参加

者 
備 考 

春

季 

5月 27日（日） タガメの田植え 30  

6月 24日（日） 三草山ゼフィルスの森観察会 32  

夏

季 

7月 29日(日) 地黄湿地生きもの観察会 中止  

8月 26日（日） 信太の森惣ヶ池湿地生きもの観察会 15  

9月 23日（日） タガメの稲刈り 23  

秋 11月 23日（金） 和泉葛城山秋季ブナ林ハイク 中止 岸和田市・貝塚市共催 

冬

季 

12月 2日（日） タガメの田作り～里の冬支度 10  

2月 24日（日） 信太の森惣ヶ池湿地生きもの観察会 9 
カスミサンショウウオ卵のう 

調査など（和泉市合同） 

3月 10日（日） 歌垣銀寄栗の森キックオフイベント 60 大阪自然環境保全協会と共催 

計     9 回  179  

  

⑧ 観察会・ボランティア参加者用保険に加入； 

イベント保険加入など 2,000 名規模の加入 (H30.6.1～ H31.5.31) 

⑨ 会員の募集； 

自然環境・里山保全活動や緑化イベントの際に、会報誌等の配布を通じて

会員の拡大を図ったが、高齢会員の退会を補うことが出来なかった 

新規会員登録者数           個人  36 人  法人   5 団体 

      平成 30 年度会員数   個人 436 人   法人 38 団体 

（参 考） 平成 29 年度会員数    個人 478 人   法人 35 団体 

  

 

 

 

 

 

              〔6/24ゼフィルス観察会〕      〔観察用一時捕獲〕 

 

３．その他の事業 

 

１）御堂筋アメニティ事業             

御堂筋の美化を目的に、御堂筋の緑地帯（淀屋橋～難波：約 3.2 キロメートル）に

あるフラワーベース 52基に、花卉類を植え付けて花と緑による装飾を施し、都市の緑
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化の推進とアメニティの向上に寄与しました。 

 

（2018(平成 30)年度の主な事業内容） 

花卉の植付け、維持管理 

  春季と秋季に植付けを行うとともに、それらの潅水などメンテナンスを行いま 

した。 

 

 

 

 

 

 

 

〔春季:アジサイ＋クリスマスローズ〕 〔秋季：キンギョソウ＋クリスマスローズ〕  

 

 

２）大阪さともり地域協議会事業    

 当協会は、2013(平成 25)年度にスタートした林野庁の「森林・山村多面的機能

発揮対策交付金事業」の大阪府域での地域協議会（大阪さともり地域協議会 会長 

武田 義明 神戸大学名誉教授）の事務局として、同交付金の採択から交付金の交

付、事業指導までを担っています。 

組織数、交付金総額とも半減しました。 

 

 ・交付金申請採択団体 

活動組織  36組織 

 交付金  55,414千円 

 

・大阪さともり地域協議会 

  総会（4/26） 

   審査会 2回(4/26・7/12) 

                            〔交流会〕 

（平成 30 年度の主な事業内容等）        

 ・交流会・勉強会と安全講習を実施しました。 

     交流会  12月 4日（火） 24名参加 

     安全講習 1月 20日（日） 15名参加 
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４．トラストファンド 

  

和泉葛城山ブナ林のコアゾーン（10ha:国の天然記念物）とバッファーゾーン（47ha:

緩衝樹林帯）を一体的に保全するための「ブナの森トラストファンド」及び三草山（能

勢町）に生息するミドリシジミ類の保全のための「ゼフィルスの森トラストファンド」

の確保に努めました。 

 

 ○ブナの森トラストファンド 

      寄付件数及び寄付金額     21件    208,876円 

            平成 30 年度末累計   4,014件  28,988,470円 

  ○ゼフィルスの森トラストファンド 

      寄付件数及び寄付金額     21件    100,397円 

             平成 30 年度末累計   2,131件  15,916,693円 

 

            トラストファンド合計     42件     309,273円 

               平成 30 年度末累計   6,145件  44,905,163円 

     （参考）  平成 29 年度末累計   6,103件  61,745,810円 
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〔緑の募金事業（公 2事業）〕   予算 収入 23,501 千円、支出 25,940千円 

決算 収入 21,203 千円、支出 23,225 千円 

 

 「緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」に基づき、「緑の募金」の周知を図

るとともに、募金運動を積極的に展開し、市街地の緑化推進、森林の整備、緑づくりの

活動支援等に努めました。 

 

 

Ⅰ．収入の部 

１． 緑の募金実績（予算 23,000千円、決算 20,535千円） 

2018(平成 30)年度の募金総額は、目標 23 百万円に対し、実績 20,535,489 円（1,085

件）となりました。各種類別の内訳は次の表、グラフのとおりとなりました。 

2017(平成 29)年度に比べ金額では 758,385円の増加、件数では 106 件の増加となり

ました。 

＜H30年度募金額内訳(単位：千円)＞ 

種別 金額 

学校募金 4,809  

街頭募金 3,173  

企業募金 5,505  

職場募金 4,524  

家庭募金 1,539  

その他 985  

合計 20,535  

 

２． 助成金等収益（予算 500千円、決算 650 千円） 

緑の募金中央団体である(公社)国土緑化推進機構より、緑の募金推進体制整備交付金等の

交付を受けました。 

 

  

学校募金

23%

街頭募金

15%

企業募金

27%

職場募金

22%

家庭募金

8%

その他

5%
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Ⅱ．支出の部 

１． 緑の募金事業支出 

2018(平成 30)年度の事業支出総額は 23,225,475円で、次の表、グラフの内訳のとお

りとなりました。 

科目 
金額 

(千円) 

募金資材整備費 3,028 

募金活動費 568 

みどりづくりの輪推進費（使途指定事

業） 
1,456 

みどりづくりの輪推進費（公募事業） 292 

「学校に森林と木の香りを」整備事業 752 

緑の少年団連盟育成事業 750 

緑化活動交付金 4,427 

ポスターコンクール等事業費 271 

広域的な森林整備・緑化の推進 1,078 

普及啓発費 1,089 

広報活動費 93 

推進事業費 9,421 

 

 

 

２． 緑の募金運動の推進普及事業（予算 4,100 千円、決算 3,596千円） 

（１） 普及啓発資材の整備（予算 3,500千円、決算 3,028千円） 

緑の募金運動の円滑な実施のため、募金資材を整備しました。 

・緑の羽根：400,000 本 

・緑化バッジ：Ｈ30秋期用「クスノキ」5,000個 

Ｈ31春期用「スミレ」14,000個 

・ポスター：Ｂ2サイズ 500枚、Ｂ3サイズ 750枚 

・ち ら し：一般用ちらし 20,000枚、封筒付きちらし 30,000 枚 

・募 金 箱：紙製 500個、間伐材製 70個、ストラップ付 200 個 

・た す き：子供用 180個、大人用 10個 

 

（２） 募金活動の推進（予算 600千円、決算 568千円） 

① 募金キャンペーンの実施 

・春期 2018(平成 30)年 3月 1日～5月 31日 

・秋期 2018(平成 30)年 9月 1日～10月 31日 

  

クスノキ スミレ 

募金資材

整備費

13%

募金活動費

3%
みどりづくりの輪推

進費(使途指定事業)

6%

みどりづくりの輪推進費

(公募事業)

1%

「学校に森林と木の

香りを」整備事業

3%

緑の少年団連盟

育成事業費

3%

緑化活動交付金

19%

ポスターコン

クール等事業費

1%

広域的な森林整

備・緑化の推進

5%

普及啓発費

5%

広報活動費

0%

推進事務費

41%
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② 街頭募金 

ボーイスカウト、ガールスカウト、緑の少年団等の青少年団体による協力を得て、

春秋合わせて約 100か所にて街頭募金を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 緑化関連行事等での募金活動 

大阪府立大学さくらまつり、平林まつり、大阪自然史フェスティバル、森林の市

等の緑化関連行事等で募金活動を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 業界団体等への呼びかけ 

大阪府木材連合会の催事、一般社団法人大阪損害保険代理業協会の総会、大阪府

漁業協同組合連合会、阪神造園建設業協同組合、ＪＡ中央会等に積極的に出向き、

緑の募金のＰＲ及び募金活動を実施しました。 

 

 

 

 

 

  

ガールスカウトによる街頭募金 ボーイスカウトによる街頭募金 

緑の少年団による街頭募金 高校生による街頭募金 

大阪自然史フェスティバル 平林まつり 森林の市 

大阪損害保険代理業協会

総会 

大阪府木材連合会 

シンポジウム 
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３．緑化推進・森林の整備事業（予算 4,050千円、決算 3,250 千円） 

（１） みどりづくりの輪活動支援事業（使途指定事業）（予算 1,700千円、決算 1,456千円） 

地球温暖化防止にかかる運動の一環として、堺第 7-3区における市民・NPO等の

府民参加で実施される「共生の森づくり」活動や、生駒山系での「花屏風」活動

（7件）に対し、支援を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

（２） みどりづくりの輪活動支援事業（公募事業）（予算 450千円、決算 292千円） 

子どもや多様な市民の参加により、良好な森林や里地・里山、市街地の緑化の整

備や、保全活動の促進を図ることを目的として、助成を行いました。 

 申請件数 2件、採択件数 2件 

 ・富田林市立青葉丘幼稚園：園庭ビオトープの整備 

 ・富田林市立彼方小学校：校庭ビオトープの新設 

 

 

 

 

 

 

（３） 「学校に森林と木の香りを」整備事業（予算 1,000千円、決算 752 千円） 

教育施設において、木の香る快適な学習環境を提供するための施設整備、それに

伴う森林に関する学習の実施により、子どもたちが森林の整備、木材の利用、緑

の効用について理解を深めることを目的として、助成を行いました。 

 申請件数 4件、採択件数 4件 

 ・大阪市立両国保育所：園庭にテーブル・イスの整備および製作ワークショップ 

 ・大阪市立瓜破西小学校：校庭にヤギ飼育用木柵の設置および関連する学習 

 ・富田林市立寺池台小学校：校庭の古木を活用したベンチ、ブックエンド製作 

 ・岬町立淡輪小学校：学校林の間伐材を活用したテーブル製作 

 

 

 

 

 

「共生の森づくり」活動 「花屏風」活動 

富田林市立青葉台幼稚園 富田林市立彼方小学校 

大阪市立両国保育所 大阪市立瓜破西小学校 岬町立淡輪小学校 
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（４）緑の少年団連盟への支援（予算 900千円、決算 750千円） 

大阪府内の「緑の少年団」の育成とその活動の充実を図るため、大阪府緑の少年

団連盟に対し、支援を行いました。 

・大阪府における緑の少年団（2018(平成 30)年 4月 1日現在） 

6団体（団員 122名、指導者 83名） 

・交流集会の開催 

   日程：2018(平成 30)年 8月 19日（日） 

   場所：奈良県山添村生涯学習施設「東豊館」 

   内容：各団の活動発表、竹細工（コップ・箸づくり）、交流ゲーム 

 

 

 

 

 

 

４．緑化の活動と普及啓発（予算 8,290 千円、決算 6,959 千円） 

（１） 緑化事業等交付金（予算 5,400千円、決算 4,427千円） 

募金活動に協力した団体や学校、企業等による地域や学校等の緑化を推進する

ため、当該団体の申請により募金額の一部を緑化事業等交付金として交付し、植

樹や花壇の整備、緑地の手入れ等の緑化活動を行いました。 

交付件数は、719 件となりました。 

 

 

 

 

 

 

（２） ポスターコンクール等の実施（予算 300千円、決算 271千円） 

児童、生徒の自然や緑への関心を高めるために、府内小・中・高等学校の協力を

得て、国土緑化運動を推進するための平成 31年用ポスター原画コンクールを開

催し、優秀作品を表彰しました。また、優秀作品を(公社)国土緑化推進機構が行

う全国コンクールに応募しました。 

・応募数 45校 211点（参加総数 945点） 

・全国コンクール中央審査会に優秀作品 14点を推薦しましたが、今回入選はありませ 

んでした。 
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（３） 広域的な森林整備・緑化の推進（予算 1,190千円、決算 1,078 千円） 

広域的な森林整備・緑化の推進に寄与するため、募金中央団体である(公社)国土

緑化推進機構に対して、平成 30年募金額の 3％相当額に 50万円加算額を交付し

ました。 

 

（４） 普及啓発イベントの開催（予算 1,250千円、決算 1,089円） 

大阪府立中央図書館、同中之島図書館と連携してパネル写真展示等を実施し、併

せて講演会、ワークショップを開催しました。また、森林 ESD の推進に対する理

解を深めるために研修会およびシンポジウムを開催しました。 

・大阪府立中央図書館連携イベントの開催 

  パネル写真展示「緑の募金“植える緑化から使う緑化へ”」 

  講演会「森が育む生きものの世界」 

  クラフト教室「“どうぞのいす”づくり」 

・大阪府立中之島図書館連携イベントの開催 

 展示「生態系の豊かな能勢の里山 メルヘンりえこのいきもの作品展」 

  講演会「菊炭の技と文化を伝承する」 

  ワークショップ「大阪府のいきものでお絵かき」 

  クラフト教室「モクセサリーづくり」 

 

 

 

 

 

 

 

・森林ＥＳＤの推進に関する普及啓発 

 ①教員、指導者向け研修会 

  a.河内長野市での開催 

  日時：2018(平成 30)年 7月 27日(金) 

   内容：林業間伐体験、原木市場・製材所見学、 

「うづくりスタンプ」製作 

   参加者数：13名 

  b.茨木市での開催 

   日時：2018(平成 30)年 8月 6日(月) 

   内容：講座「授業で森や木のことを教えるには？」 

「ESD、生物多様性って？」 

      野遊び教室、ワークショップ 

   参加者数：30名 

中央図書館での展示 中之島図書館での展示 ワークショップ 

原木市場見学の様子（河内長野市） 

野遊び教室の様子（茨木市） 
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     ②「森と自然を活用した保育・幼児教育を考えるシンポジウム」 

  日 時：2019(平成 31)年 1月 24日(木) 13：30～16：30 

  場 所：大阪府立中央図書館 2階多目的室 

  参加者：約 90名 

  内 容：話題提供「森と自然の中での子どもの体験が求められるわけ」 

           大阪大谷大学 教育学部 教授 井上美智子氏 

      事例紹介・認定こども園みどり丘幼稚園（能勢町） 

          ・富田林市立錦郡幼稚園（富田林市） 

          ・森のようちえんウィズ・ナチュラ（奈良県） 

          ・野たまご環境教育研究所（大阪市） 

      意見交換 進行：（特非）日本森林ボランティア協会 理事 山崎春人氏 

 

 

 

 

 

 

（５） 広報活動（予算 150千円、決算 93千円） 

より多くの府民の参加を推進するため、以下のとおり広報活動を実施しました。 

・会報誌「みどりのトラスト」への掲載 

・ホームページ、Facebookの運用 

 

 

Ⅲ．その他 

１．募金成果の公表 

「緑の募金による森林整備等の推進に関する法律」第 21 条に基づき、2018(平成

30)年度に実施した緑の募金事業結果について、当協会ホームページに掲載し、公

示します。 

 

２．緑化推進運営協議会の開催 

緑の募金運動を展開するため、次のとおり緑化推進運営協議会を開催し、事業計

画、収支予算等を審議しました。 

・第 51回 2018(平成 30)年 5月 25日（金） 2017(平成 29)年度事業報告、収支決算 

・第 52回 2019(平成 31)年 2月 19日（火） 2019(平成 31)年度事業計画、収支予算 
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〔管理部門〕 

 

１．会議開催状況 

   理事会、評議員会の開催状況は以下のとおりです。 

 

（１）理事会 

 

       第 16 回理事会（2018(平成 30)年 5 月 28 日） 

         第 1 号議案 「平成 29 年度事業報告について」 

        第 2 号議案 「平成 29 年度決算について」 

        第 3 号議案 「評議員会の決議の省略（文書決議）による 

評議員 1 名の選任について」 

        第 4 号議案 「第 7 回定時評議員会招集について 

              理事・監事の改選に伴う候補者の推薦について」 

 

       決議の省略（2018(平成 30)年 6 月 26 日） 

        第 1 号議案「理事の改選に伴い、理事の中から会長を選定する件」 

        第 2 号議案「理事の改選に伴い、理事の中から常務理事を選定し、事

務局長とする件」 

 

       決議の省略（2018(平成 30)年 7 月 26 日） 

        第 1 号議案「惣宇利 紀男理事の退任に伴う後任理事候補者の評議員

会への推薦の件」 

        第 2 号議案 「評議員会の決議の省略による方法により、理事 1 名の

選任を求める件」 

 

       第 17 回理事会（2019(平成 31)年 3 月 11 日） 

        第 1 号議案 「トラストファンドの取り崩しの追加（2018 年度） 

              について（災害復旧のための支出への対応）」 

        第 2 号議案 「2019 年度事業計画について」 

        第 3 号議案 「2019 年度収支予算について 

                            資金調達及び設備投資の見込みについて」 

        第 4 号議案 「トラストファンドの取り崩し(2019 年度)について」 

        第 5 号議案 「常勤役員の報酬額の決定について」 
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（２）評議員会 

 

決議の省略（2018(平成 30)年 6 月 12 日） 

 第 1 号議案 「西川 匡評議員辞任に伴う後任評議員選任の件」 

         

     第 7 回評議員会（2018(平成 30)年 6 月 23 日） 

        報告事項  「平成 29 年度事業報告について」 

        第 1 号議案 「平成 29 年度決算について」 

        第 2 号議案 「理事の改選について」 

        第 3 号議案 「監事の改選について」 

 

       決議の省略（2018(平成 30)年 8 月 2 日） 

        第 1 号議案 「惣宇利 紀男理事の退任に伴う後任理事選任の件」 

 

 

（３）評議員会・理事会合同意見交換会 

       

      評議員会・理事会合同意見交換会（2018(平成 30)年 12 月 12 日） 

      協会の収支改善計画及び将来像に関する意見交換 
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 2018(平成 30)年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行

規則」第 34 条第 3 項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」

が存在しないので作成しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


